
拝啓　○○の候　○○様にはますますご健勝にてご活躍の段、恐悦至極に存じ


上げます。


　さて、このたびは平素のご研究が認められ紫綬褒章の光栄に浴されましたこ


と、心よりお慶び申し上げます。私ども門外漢には知る由もございませんが、


○○様のご専門である○○のご研究は、○○産業発展に多大な功績をあげられ


たと聞き及びました。日頃からのご勤勉さとご労苦が報われたものと感じ入っ


ている次第です。ご家族の皆様におかれましても、さぞお慶びのことと存じま


す。早速お目にかかり親しくご祝辞を申しあげるべきではございますが、


まずは略儀ながら書面にてご挨拶を申し述べさせていただきます。どうぞ今


後とも健康にご留意され、いつまでもお元気でご研究に邁進されますよう心か


らお祈り申しあげ、受章のお祝いとさせていただきます。
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